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～「御意見箱」に寄せられた御意見・御要望について～ 

（令和７年分） 

 

１．概要 

  出入国在留管理庁では、外国人との秩序ある共生社会の実現を目的に、国民の皆様及

び外国人の皆様から、共生施策に係る御意見・御要望を受け付け、関係省庁等と共有し

ています。 

  また、上記以外の御意見等（出入国在留手続に関するお問合せ、個別・具体的な御相

談等）についても内容を確認し、必要に応じて関係部署に共有しています。 

  今般、令和７年中に寄せられた共生施策に関連する御意見・御要望について、件数を

取りまとめるとともに、主な意見等の概要を紹介させていただきます。 

今後も、皆様から寄せられた御意見・御要望を参考に、関係省庁等と連携して秩序あ

る共生社会の実現に向けて、取組を一層推進してまいります。 

 

２．令和７年に寄せられた御意見・御要望の概要 

・集計期間：令和７年１月１日から同年 12 月 31 日まで 

・集計期間中の総投稿件数：1,033 件 

・このうち、共生施策に関連する御意見・御要望の件数：36 件 

 

３．主な御意見・御要望の概要 

（１）日本語でのコミュニケーションについての御意見・御要望 

・ もっと日常生活の中で翻訳ツールや多言語対応が充実すれば、言葉の壁が低くな

り、外国人と日本人が円滑にコミュニケーションをとることができるようになると

思います。 

  ・ 私は日本に来たばかりの外国人で、毎日困難に直面しています。道路標識がほと

んど日本語で書かれているので運転が難しいと感じます。多くの公共施設では英語

を話す職員がいないので、基本的なサービスを受けることも難しいことがあります。

日本は美しい国で、私たちはその文化を理解し・受け入れたいと願っています。日

本社会がもっと多言語対応になったら、私たちも今住んでいる地域に貢献すること

ができると思います。 

 

（２）行政や生活に関する情報の入手についての御意見・御要望 

  ・ 日本の政策や制度は、外国人にとっては理解が難しいです。理解する以前に、そ

もそも何なのかもよく分かりません。例えば放課後の学童の制度や医療保険制度も、

誰かが分かりやすく説明してくれるわけでもなく、制度の存在自体を知らなかった

りします。日本人と同じように各種制度やサービスを理解し、活用できれば、将来

の困りごとも防ぐことができるかも知れません。そうすれば、日々の仕事や生活に

より専念できると思います。関連行政機関や相談窓口を明確に指定し、外国人に対

して、政策の内容やその使い方について、より分かりやすく的確に説明する体制が

整えば、外国人住民が日本の制度をよりよく理解し、活用できるようになると期待
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されます。 

 

（３）行政機関の相談体制についての御意見・御要望 

  ・ 外国人の困りごとに対応するため、国や地方自治体から様々なサービスが提供さ

れていますが、外国人を受け入れている企業や学校に対して日本の文化やルールを

伝えるよう指導はしているのでしょうか。外国人と日本人が共生するためには、お

互い我慢するのではなく、相手を思い、尊重することだと思います。そのためには、

日本の文化やルールを絶えず外国人に伝えていくことが必要だと思います。外国人

を受け入れている企業や学校にもそのことを理解してもらわないと、日本人と外国

人の溝は埋まらないと思います。 

 

（４）子育て・教育についての御意見・御要望 

  ・ 地域の保育所には、外国にルーツをもつ子どもが増えてきたので、外国語に対応

したスタッフが増えると良いと思います。 

 

（５）仕事についての御意見・御要望 

  ・ 日本には外国人のみが経営する会社が多くあります。その中には問題のある企業

もあり、従業員を搾取しようとしますが、来日したばかりの外国人は日本の法律を

知らないので権利を主張することもできず、我慢するしかありません。こういった

問題に対策がなされ、より多くの外国人が当然の権利を享受し、日本の労働力不足

の一助になれればと願っています。 

 

（６）日本人との関わり・社会参加についての御意見・御要望 

  ・ 日本人同士お互いを認め合い尊重することが大切なように、外国人にもそれは必

要です。外国人には日本人の考え方や感覚が十分に伝わらない人も多いでしょうが、

人と人との関係は一方的に価値観を押し付けることで上手くいくものではありませ

ん。多様な考え方を受け入れ、互いを尊重しながらコミュニケーションをとること

が必要だと思います。 

 

（７）災害・非常時の対応についての御意見・御要望 

  ・ 最近はスマートフォンのアプリで通話機能が使えるので、中長期在留者でも日本

の電話回線を契約せずに生活することができます。しかし、救急車を呼ぶなどの緊

急通報ができません。ネットで緊急通報できるサービスもありますが事前登録が必

要であり、この事前登録は外国人にとって簡単ではありません。簡単に利用できる

ようになれば良いと思います。 

 

（８）その他 

  ・ 私が日本への留学を決めたのは、日本への関心と、理解を深めたいという願いか

らです。日本社会の規則や法令を遵守し、社会に順応したいと思っています。多言

語対応の総合支援センターを設置し、生活全般に係るサポートを受けられる窓口が
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あると良いと思います。また、日本人と外国人が交流し、理解を深められるボラン

ティア活動の機会を拡充してほしいです。そして、無料の日本語講座を開講し、日

本のルールや法律の基礎知識を学び、文化的摩擦の軽減を図れると良いと思います。 

・ 日本に住んでいた時、ほとんどの人が在留資格制度について知識をもたず、短期

滞在や中長期在留者、永住者の違いを理解していないと思いました。その結果、正

しい知識をもっていれば間違いだと分かる情報も、間違った形で広まってしまって

いると思います。日本政府には、正確な情報の提供と啓発に取り組んでいただきた

いです。 

 

以上  


